
  

夜空
よ ぞ ら

を見上
み あ

げるといくつもの星
ほし

を見ることができます。１つ

の点
てん

が１つの星のこともあれば、１つの銀河
ぎ ん が

（星の集団
しゅうだん

）と

い場合
ば あ い

もあります。 

 人類
じんるい

が星や宇宙
うちゅう

を望遠鏡
ぼうえんきょう

を使
つか

って観測
かんそく

し始
はじ

めて４００年
ねん

以上
いじょう

が経
た

ちますが、新
あたら

しい望遠鏡「ジェームズ・ウェッブ宇

宙望遠鏡」での観測がもうすぐ始まります。 

 はじめてつくられた望遠鏡は、凸
とつ

レンズや凹
おう

レンズを組
く

み合
あ

わせて作
つく

られました。より遠
とお

くの宇宙や星を観察しようとするとより多
おお

くの光
ひかり

を集
あつ

めるた

めにレンズを大
おお

きくする必要
ひつよう

があります。しかし、レンズ（ガラス）を大きくすると厚
あつ

みも

増
ふ

え、光を通
とお

しにくくなって視野
し や

が暗
くら

くなります。そのため、レンズを大きくするのには限界
げんかい

があります。 

 次
つぎ

に考
かんが

え出
だ

されたのが「反射
はんしゃ

望遠鏡」です。これは凹面鏡
おうめんきょう

を使って光を集める方法
ほうほう

で、

鏡を大きくしても光がガラスの中
なか

を通るわけではないのでレンズのように視野が暗くなる

ことはありません。しかし、鏡を大きくすると自
みずか

らの重
おも

みで鏡が歪
ひず

んでしまい、集めた光

が一点
いってん

に集めるのが難
むずか

しくなります。光が１点に集まらないとピントが合
あ

わずぼやっとし

た像
ぞう

しかできなくなってしまうため、鏡の歪みを抑
おさ

えることが鮮明
せんめい

な画像
が ぞ う

を得
え

るためには 

重要
じゅうよう

となります。 

 星を観
み

ていると「瞬
またた

く」という現象
げんしょう

がみられます。これは空気
く う き

の揺
ゆ

らぎで起
お

こります。

遠くの宇宙や星を観察する時、空気の揺らぎが観測の邪魔
じ ゃ ま

をすることになります。従
したが

って、

天体
てんたい

観測所
かんそくじょ

は空気の薄
うす

い高
たか

い山
やま

の上
うえ

につくられることが多いのです。高い山の上だと、観測

の邪魔をする町
まち

の明
あ

かりも届
とど

かないため都合
つ ご う

がよいわけです。 

 日本の「すばる望遠鏡」は、ハワイ島
とう

のマウナケア山の標高４１００ｍ程
ほど

の所
ところ

にありま

す。直径
ちょっけい

８．２ｍの１枚鏡で光を集めます。この１枚鏡は 261本というたくさんのアクチ

ュエータで支
ささ

えられており、コンピュータ制御
せいぎょ

で鏡の歪みを調整
ちょうせい

しています。 

 空気の影響を受けずに宇宙を観測するために、１９９０年に「ハッブル宇宙望遠鏡」が打
う

ち上
あ

げられました。今も地上
ちじょう

６００ｋｍの上
じょう

空
くう

にあって、地球１周
しゅう

を９４分
ふん

で回
まわ

りながら

宇宙を観測しています。 

 ハッブル宇宙望遠鏡は直径２．４ｍの鏡をもつ反射望遠鏡ですが、検査
け ん さ

装置
そ う ち

の設置
せ っ ち

ミスか

ら当初
とうしょ

はピンボケの画像
が ぞ う

しか得られませんでした。その後
ご

、補正
ほ せ い

装置
そ う ち

や部品
ぶ ひ ん

の交換
こうかん

を経
へ

て、

計画以上の解像度
かいぞうど

をもって宇宙を観測してきました。その後継機
こうけいき

として「ジェームズ・ウェ

ッブ宇宙望遠鏡」が昨年
さくねん

の１２月に打ち上げらました。解像度はハッブル宇宙望遠鏡の５倍
ばい

以上といわれています。その設置場所はハッブル宇宙望遠鏡とは異
こと

なり、太陽
たいよう

とは反対側
はんたいがわ

の

約１５０万ｋｍ（地球～月の約
やく

４倍）離
はな

れた宇宙空間
くうかん

です。 

 目的
もくてき

は「宇宙誕生
たんじょう

の謎
なぞ

に迫
せま

る」ことと「生命
せいめい

の存在
そんざい

する系外
けいがい

惑星
わくせい

の発見
はっけん

」だそうです。

どんな宇宙の姿
すがた

を映
うつ

し出してくれるか楽
たの

しみにしていてください。 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ 141 ３月１０日 


